
平成29年度第2回砺波地域医療推進対策協議会、砺波地域医療構想調整会議および
第1回砺波地域医療と介護の体制整備に係る協議の場の合同会議　 議事要旨
開催日時
平成29年10月23日（月）19:00～20:15
開催場所
砺波厚生センター　２階講堂
　　　　　　　
議事要旨
１　開会
２　挨拶（事務局）
３　議題１～３について説明
４　質疑応答
５　閉会の挨拶（砺波厚生センター所長）

【質疑応答】
１　地域医療構想の推進について
（委員）
　　地域医療構想では、砺波医療圏の高度急性期が不足するとのことだが、他の圏域との病床の過不足の調整はどのような場で検討するのか。
（事務局）
　　砺波圏域は回復期病床が不足するとされているが、公的病院の転換が進んでいる。高度急性期をどうするかについては、2025年の数字と約60床の差があるが、高度急性期にはかなりの医療資源が必要となる。そのため、現在高度急性期を有する他の医療圏の病院との病病連携が重要になってくる。まずは、地域医療構想の３つの柱として、回復期病床への転換、在宅医療等の充実、医療従事者の確保・養成について協議し、各医療圏の高度専門医療を行う病院との連携についても、今後、この会議の場などで検討していきたい。
２　医療と介護の体制整備について

（委員）
　　平成32年の追加的需要の試算について、医療のほかに介護離職分も国から示されているが、そこまでの推移を見込めるのかも協議が必要である。

（事務局）
　　追加的需要については、全国統一の考え方である。療養病床から転換する在宅医療等の中の、医療区分Ⅰというのは比較的医療の密度が低い患者さんであり、国では、在宅医療等で対応できるとしている。地域差解消分については、富山県の場合、療養病床が全国で7番目に高く、全国の中央値までもっていくため、半分程度は在宅医療等で対応できるとして推計されている。今後、県の担当課と市町村の担当課で来月以降協議したい。
３　砺波医療圏の地域医療計画の見直しについて
（特段の質疑なし）

